
大分県の中世庚申碑（１）

　　一大粟寺の庚申碑についてー

　　はじめに

　大分県における庚中破は、近年、県・淑町村の

調査員の熱心な踏査によって、国東半島などを中

心に、かなりの数の庚中破の調査報告が行なわれ

ているが、そのほとんどは、近世以降のものであ

り、現在までのところ、詳細な実態については不

明であるが、中世にまで浩破年代を遡れる庚串破

は非常に少ない。

　しかも、その大部分は、日名子太郎氏の労作『

大分県金石年･』・望月友善氏の『大分の石浩美　　　　　　白

雨』にみることができる。
②

　年代的に占いものとして、宇佐淑人楽寺・大正

二年（１５７４）、佐伯淑西野・大正四年（1576）

大野郡朝地町平井・大正六年（１５７８）、など

が知られている。

　特に、宇佐所天楽寺のものは、重割石瞳のうち

の六地蔵破であり、日名子太郎氏の上記の文献に

も゛蔵破。として分類されているが、銘文には「

為庚申一結衆廿八日、于屹天正二年甲戌二月口

口念九日敬白Ｊとあり、庚申供養の目的で浩破さ

れたものと考えられる。

　皆川光夫教授は、六地蔵信仰と習合した庚中破

であろうと御指摘されており、筆者も、そのよう

に考えたいと甦う。

　このような観点にたって、先日、賀川光夫教授

に同行し、調査した結果をここに報告して、先輩
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たいと巴うしだいであ

る。

　一　大楽寺につ

　　　　いて

　大楽寺は、宇佐市南

宇佐２０７７にあり、

日豊線宇佐駅から、西

南に４揃の場所にある。

　真言宗束寺派に図し、

医玉山と号する。元弘

三年（１３３３）、宇

史

六地蔵碑式庚申碑

佐大宮司・到津公連の創建奉請により、建武元年

い３３４）、後醍醐帝の勅願寺となり、開山は

南都西大寺の道密によってである。
　　　　　　　　　　　　　　　③

　境内は、４２４坪、建物は、本堂２１坪、持仏

堂８４坪、鐘楼堂、庫裡ほか二棟を有する。寺そ

のものの敷地としては広い万ではないが、代々の

宇佐八幡・大宮司家の菩提寺として位牌を安置し

ており、又、平重盛の守本尊を安置する持仏堂は、

筑紫西国第四番の札所でもある。

　本尊は、如来坐像（寺伝に依れば弥勤菩薩）で

あり、国の重要文化財に指定されている。

　その他、寺宝として持仏堂に収められている仏

像は、如意輪観音・四天王木像四体・日光、月光

菩薩木像各一体があり、その造像上の洋式からみ
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て藤原則の作

とされている。

　又、南北朝

時代の政治の

要の一つとし

ての存在であ

ったことが、

大楽寺文書に

よって明きら

かである。

　第2図六地蔵碑式庚申硝喫測図

　　二　六地蔵碑式庚申碑について

　大楽寺の重割石啼のうちの六地蔵碑（これを庚

申供養のための庚申碑という観点から、仮に「六

地蔵碑式庚申碑」とよびたい。　）は、大楽寺正面

の石段を登って山門の西側に位置する。（第１図）

　六地蔵式庚申碑は、総高１６９.5 CIIで摩耗や破

損の状態により若干の差を生ずるも、ほぼ水平断

面正六角形である。（第２図）

　基礎・第一重

　高さ１４ａ、一辺長３８ａである。

　第二服・高さ１４ａ、一辺長２６りである。

　憧身部・高さ５ ９．５Ｊ、一辺長１８ａで、摩耗

　が激しく肉眼では判読しがたいが、六面のうち

の一面に、上部に梵字を、下部に銘文をもつ。

　中首・高さ１７ａ、上面の一辺長2 5 C7yl、下面

の一辺長１８９で、六百の下面それぞれに、かな

り簡略化された単弁が、中央に二つを配置し、各

稜に、ぼ式化した華を有する。

　兪部・高さ２９９、一辺長１７９で、六白のそ

れぞれに地蔵像を剔出する。

　笠・高さ２ １ｒ･、一辺

の最大長３５ａを計る。

　反花・高さの最大４ａ

最小２９、直径1 0riで

破損の状態が著しい。

　宝珠・高さ１１ａ、最

大部分の直径８ａで、こ

の宝珠は、別のものをつ

けたと思われる。

　石質は、表面がよく磨

きこまれ、又、摩耗が激

しいので、肉眼で同定し

にくいが、安山岩質のよ

うに思われる。 第３図

権身郎銘刻拓影

　三　六地蔵碑の銘文と地蔵像について

　　1.　啼身部銘文

　啼身部、六白のうちの一面の上部に、連華坐に

のった梵字「イ」の銘刻があり、下部に銘文

　「為庚申一結衆廿八□、于駝天正二年甲戌二月

□□念九日敬ﾂﾞとあるが、コケと摩耗の状態が

ひどく、肉眼では判読しにくい。（第３図）

　2.　痛部六地蔵像

　晶部六白のそれぞれに、地蔵の立像を刻出する。

彫りは、浅めの蒔肉彫りで、像容、連言もかなり

単純化したぼ式である。

　特に、蓮台の彫り方は、直線的な線で思い岡っ

た肌純化をなしており、蓮台の表現が様式化した

室町末期のヤである。

　第４図・Ａ、合掌をした地蔵立像である。下部

の連言のひかって左側の破損が著しい。

－６－



　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ　　　　Ｃ　　　　　Ｄ　　　Ｅ

　　　　　　　　　　　　第４図　●部六地蔵像略図

Ｂ、合掌をしたような形であるが、左手の上部　　い。

が丸くなっているので、あるいは宝珠を持った地

蔵立像かと巴われる。

　Ｃ、右手に錫杖と巴われるものを持ち、左手は、

Ｄ、Ｅも同様であるが、持物らしきものは手にし

ていない。

　Ｄ、右手に、上部が三角形の肩口より少し折れ

曲った杖状のものを持つ。あるいは、幡かとも思

われるが不明である。蓮台の左右が欠損する。

　Ｅ、右手に経巻を持つ。

　Ｆ、両手に、一見したところ、四角状の持物を

持つ。鉢と唇われるが不明である。ひかって右側

の蓮首部分か欠損している。

　む　す　び

　犬楽寺の六地蔵時代庚申時は、以上述べたよう

に、その形態上の分類は慨割石瞳のうちの六地蔵

時ではあるが、六白の啼身部のうちの一面に銘刻

された銘文により、はっきりと庚申供養の目的で

造立されたものであることがわかる。

　現在までのところ、こめ型の庚申時は、大分県

において、他に類例がないので早計に断は下し難

いが、中世における大分県の庚申供養と犬地蔵信

仰との習合を考える上で、この大楽寺の六地蔵時

式庚申時は、一つの手がかりになるものと希えた

Ｆ

　賀川光夫教授、白井昭一先生などに御指導いた

だいたが、調査が行届かず、大ざっぱな報告にな

ってしまった。

　殼後になってしまったが、両先生に心からお礼

を申し上げたい。

注①　日名子太郎『大分県金石年表一其四一』

　　　　　　　　　　　昭和６年

注②　望月友善『大分の石造美術』

　　　　　　　　　　　昭和５０年

注③『全国寺院名鑑、中国・四国・九州・沖

　　　　縄・海外篇』昭和５０年

注④　日名子太郎『大分県全石年表一其四－』

　　　　　　　　　　　昭和６年　Ｐ１７ａ頁
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